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先ず第 1の問題として,長距離棉互作用 (1/γd+0,d;欣 元,o>0) をもつ系に
対するCallan-Symanzik方程式 とくりこみ群の式の導出 し2〕,又,manyfields
'とmanycouplingcpnstantsをもつ系のCallar)-Sym ar)zik方程式とその漸近的
振舞を導出した｡ 時間の関係で前者は省略し,後者について報告した し3〕 ｡
第 2の問題としては,既に報告ずみの2次相転移 (長距離稗互作用をもつ系)及び3
重臨界相転移 (短或は長距離相互作用の系)､について省略し, 2次相転移の系で,短距
離相互作用をもつ場合の crqSSOVerindexP(upto83汀 4〕と結晶異方性 (短或は
長距離相互作用の系).をもつ場合の臨界指数友びその導出について報告した し5〕.Il6〕｡ ー
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